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１．はじめに 

酸性電解水（次亜塩素酸水）の種類、製法、物性、

有効性、安全性について概説し、衛生管理における有

効利用に関する留意点や最近の動向について述べる。 

 

２．酸性電解水（次亜塩素酸水）の経歴 

 薄い食塩水や塩酸水を電解すると電解水生成装置に

よっていろいろな電解水をつくることができる。表 1

にまとめた電解水はいずれも日本で独自に生まれ育っ

たもので、最初は80年代後半に強酸性電解水が生まれ、

その他は90年代に登場した。強アルカリ性電解水を除

き、次亜塩素酸を含むので強い殺菌力を示す。当時、

電解水という概念は新しく、規格基準も定まっていな

かった。それゆえ厚生労働省は、装置および生成電解

水の品質（物性）、有効性、安全性を認可申請ごとに個

別審査し、装置とセットで認可を与えてきた。最初に

認可を取得したのは強酸性電解水で、医療分野におい

て手指の洗浄消毒（1996年）1)、続いて内視鏡洗浄消毒

（1997 年）2)を用途とするものであった。そして 2002

年には、「人の健康を損ねるおそれがない」ということ

から、強酸性電解水（pH2.7以下）と微酸性電解水（pH5

～6.5）が次亜塩素酸水（Hypochlorous acid water）の名

称で食品添加物（殺菌料）に指定された 3, 4)。弱酸性電

解水（pH2.7～5）の生成装置も存在するが、食品添加

物の認可申請中で食品安全委員会の審議が行われてい

る。なお、強酸性、弱酸性、微酸性というのは厚生労

働省が定めているpH範囲（pH3以下を強酸性、pH3～

5を弱酸性、5～6.5を微酸性）に基づいており、物質と

しての強酸や弱酸に基づいているのではない。 

以上の電解水は、pHが酸性であることから、総合し

て酸性電解水と一般的に呼ばれているが、生成装置の

性能によって生成電解水の性状が異なるため、成分規

格（pHと有効塩素濃度）がまちまちである（表1）。 

そこで機能水研究振興財団では、酸性電解水（次亜

表１．電解水のいろいろ 

 電解水  電解槽*/生成極  被電解液  pH  有効塩素  認可状況など 

強酸性電解水 二室型/陽極  食塩水（<0.1%） 2.2～2.7 20～60ppm  殺菌料：手洗・内視鏡消毒、食品添加物

強アルカリ性電解水   〃  /陰極   〃 11～11.5 －   希薄なカセイソーダと同等性 

弱酸性電解水** 二室型  食塩水（<0.1%） 2.7～5 10～60ppm  殺菌料： 食品添加物（審議中） 

微酸性電解水 

 

一室型 

 〃 

 塩酸水（2～6%）

 塩酸/食塩水 

5～6.5 

〃 

10～30ppm

50～80ppm

 殺菌料： 食品添加物 

 殺菌料： 食品添加物（審議中） 

電解次亜水 一室型 食塩水（<0.1%） >7.5  50～200ppm   殺菌料： 食品添加物 

* 図３参照。二室型電解槽は陽極と陰極が隔膜で仕切られているが、一室型電解槽は隔膜で仕切られていない。 

 なお、陽極と陰極が 2 つの隔膜で仕切られ、その間に高濃度食塩水を入れて電解する三室型電解装置もある。 

  ** 弱酸性電解水は陽極と陰極の生成水を混合して作成する。 
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塩素酸水）の概念定義に基づく包括的成分規格の策定

に向けて厚生労働省に以下のような提案を行っている。

すなわち、図１に示すように、次亜塩素酸ナトリウム

希釈液がアルカリ性（pH7.5～13前後）で100～1,000ppm

の有効塩素濃度で使用されるのに対して、「酸性電解水

（次亜塩素酸水）は pH2.2～7.5 で 10～100ppm の有効

塩素濃度をもち、塩化物イオン（Cl－）を含む飲用適の

水の電気分解によって直接生成する」という提議であ

る。市場に出回っている生成装置は、それぞれ特定の

範囲の pH と有効塩素濃度を示す次亜塩素酸水をつく

るわけである。 

電解次亜水は、次亜塩素酸水と同様に食塩水電解に

よってつくられるが、pH＞7.5のアルカリ性で、次亜塩

素酸ナトリウムの希釈液と同等と判断されている 5)。 

図 2 に示すように、酸性電解水の殺菌基盤である次

亜塩素酸（日本ではHClO、欧米ではHOClと表示され

る）は、その存在比率がpHによって変化する。すなわ

ち、酸性電解水のpH領域では非常に高いが、微アルカ

リ性領域では急激に減少する。アルカリ性pHが増すに

つれて殺菌活性の微弱な次亜塩素酸イオン(OCl－)の比

率が急上昇する（OCl－の殺菌活性は微弱でHOCl の約

1/80）。次亜塩素酸ナトリウム（NaOCl）液の HOCl 比

率は 10%以下である。そのため、同じ有効塩素濃度で

酸性電解水と比較すると殺菌活性は1/20～1/10となる。

実際、40ppmの強酸性電解水は1,000ppmの次亜塩素酸

ナトリウム（NaOCl）液と同等の殺菌活性を示す。 

なお、次亜塩素酸ナトリウムと塩酸を混合して使用

することが容認されているが、予め混和した水溶液は

化学反応が生じていると考えられることから、食品添

加物に該当せず、販売することは認められない 6)」とさ

れている。つまり、混合水（カンファ水など）そのも

のは食品添加物に指定されておらず、有効塩素濃度や

pH 規格が定められていない点で次亜塩素酸水とは明

瞭に区別される。事故が懸念されていたが、実際に起

きたこともある。（2008年11月9日付新聞報道） 

一方、強酸性電解水生成の際に陰極側に副成する強

アルカリ性電解水（pH11～11.5）は、化学的にみて希

薄なカセイソーダと同等性があり、油脂やタンパクな

どの良好な乳化作用や剥離作用を示す 7)。この特徴に基

づき、強アルカリ性電解水で殺菌対象の有機物を洗浄

除去してから酸性電解水を作用させることによって殺

菌効果を上げる方法が最近進んでいる。

３．各種電解水の製法と物性 

1) 生成装置（図3参照） 

電解槽の陽極と陰極が隔膜によって仕切られていな

い無隔膜一室型電解装置と、仕切られている有隔膜二

室型電解装置とがある。前者は微酸性電解水や電解次

亜水の製造に使われており、生成電解水すべてが殺菌

性電解水である。後者（二室型）は強酸性電解水の製

造に使用され、陽極から強酸性電解水、陰極から強ア

ルカリ性電解水が半量ずつ生成する。さらに、陽極と

陰極に内接して２つの隔膜を置いた三室型電解装置が

あり、陽極から酸性電解水、陰極からアルカリ性電解

水を生成する。 

図２．電解水における次亜塩素酸の存在比率 図１．次亜塩素酸水の概念的位置 
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各種の機種（流水式とバッチ式）が開発されており、

主流となっている流水式機種の吐水量は機種によって

１時間当たり60L～10トンまでいろいろである 8)。 

 

2) 強酸性電解水と強アルカリ性電解水 9) 

二室型電解槽（図 3B）を用いて 0.2%以下の食塩水

（NaCl）を電解してつくられる。陽極（＋極）では、

水（H2O）から酸素（O2）と水素イオン（H+）、および

塩化物イオン（Cl－）から塩素（Cl2）が生じる。塩素は

水と反応して次亜塩素酸（HOCl）と塩酸（HCl）を生

ずる。その結果、pH は2.7 以下（pH3 以下が強酸性領

域）に低下し、溶存酸素（DO）と酸化還元電位（ORP）

が顕著に上昇し、有効塩素濃度は 20～60ppm となる。

これが強酸性電解水である。陰極（－極）ではH2Oの

電解反応のみが起き、水素（H2）と水酸イオン（OH－）

が生じ、pHはアルカリ性に著しく傾く（pH11～11.5）。

これが強アルカリ性電解水で、電解製造されるカセイ

ソーダの希釈液（0.004～0.01%）と同等性がある。 

一方、三室型電解装置（図3C；中央室に高濃度食塩

水を入れ、その両側の室を水道水が通る）でも陽極と

陰極で上記と同じ反応が起き、酸性電解水とアルカリ

性電解水を得ることができる。この方式でできる電解

水は、食塩濃度の低いことが特徴的である。 

 

3) 弱酸性電解水 

基本的に、図3Bにおいて生じる強酸性電

解水と強アルカリ性電解水を装置内で調整

混合してつくられる。pHが2.7～5.0で有効

塩素濃度が10～60ppmが弱酸性電解水の規

格として認可申請され、審議中（最終段階）

である。 

 

4) 微酸性電解水10) 

一室型電解装置（図3A）を用いて希塩酸

水（2～6%HCl）を低電圧（2V）電解する

方式でつくられる。陽極において塩酸

（HCl）から水素（H2）と塩素（Cl2）が生

じ、Cl2はさらにH2Oと反応して次亜塩素酸

（HOCl）と塩酸（HCl）になる。低電圧電

解のため陰極における反応は起きない。電

解槽内で生成する電解水は強酸性であるが、

これを水道水で約3,000倍希釈するように

機械的に調整されている。そのため、水道

水の緩衝力でpHは5～6.5となり、有効塩素

濃度は10～30ppmを示す。これが希塩酸水

の電解によって生成する微酸性電解水（微酸性次亜塩素

酸水）である。pHが5.0～6.5であるため次亜塩素酸の存在

比率が高く（図2）、塩化物イオン（Cl－）濃度が低い（0.002%

未満）ことも特徴的である。 

なお、食塩水（5%）と塩酸水（3%）の混液を電解する

ことによって50～80ppmの有効塩素濃度の微酸性電解水

を生成する方式もある。現在、認可審議中である（審査

は最終段階）。 

 

5) 電解次亜水 

電解次亜水は、食塩水を一室型電解槽で電解するこ

とによってつくられる。すなわち、基本的に図3Bの電

解槽において隔膜の無い条件で電解されることになる

ので、陽極と陰極の反応生成物が混合する。その結果

できる電解水は、微～弱アルカリ性（pH＞7.5）を示し、

次亜塩素酸ナトリウム希釈液と同等性があると判断さ

れている 5)。50～200ppmの有効塩素濃度のものが製造

使用されている。電解次亜水の有効塩素は次亜塩素酸

イオン（OCl－）の比率が多くなる（図2参照）が、か

なり高い殺菌活性を示す。 

 

 

 

図3．電解水生成様式 

（A）一室型、（B）二室型、（C）三室型 
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6) 次亜塩素酸ナトリウム 11) 

次亜塩素酸ナトリウム（NaOCl）液は、一般的に100

～1,000ppmの有効塩素濃度で使用されるが、アルカリ

性のため HOCl の存在比率は 10%以下と低く、次亜塩

素酸イオン(OCl－)が90%以上を占める（図2）。OCl－の

殺菌活性は微弱（HOClの約1/80）なため、次亜塩素酸

ナトリウム液の殺菌活性は、同じ有効塩素濃度で比較

すると酸性電解水の1/20～1/10となる。実際、1,000ppm

の次亜塩素酸ナトリウム（NaOCl）液と 40ppm の強酸

性電解水の殺菌活性は同等である。 

次亜塩素酸ナトリウム液は中水準消毒剤に分類され

ているが、次亜塩素酸水も用法用量次第で同等性があ

ると考えられる（図4）。 

また、次亜塩素酸ナトリウムは高濃度（有効塩素濃

度4% = 4万ppm以上）の製品が市販されており、使用

に当たっては使用対象に応じて所定の濃度に希釈して

浸け置き使用する。一方、酸性電解水(次亜塩素酸水)

は生成装置から使用濃度のものが直接つくられ、その

まま水道水感覚で流水洗浄するように使用できる。 

 

３．酸性電解水の殺菌力とその基盤、および安全性 

1) 殺菌力と殺菌基盤および殺菌機構 12, 13) 

酸性電解水は、薬剤耐性菌（MRSA や緑膿菌など）、

腸管出血性大腸菌Escherichia coli O-157、レジオネラ菌

(Legionella)、サルモネラ菌(Salmonella)など幅広い病原

菌や食中毒菌に対して即効的殺菌活性を示す。また、

カンジダ(Candida)やアスペルギルス(Aspergillus)などの

真菌、さらにはノロウイルス（ネコカリシウイルス）

やインフルエンザウイルス（2009年新型H1N1を含む）

など広範なウイルスに対しても不活性化活性を示す。

結核菌やセレウス菌（Bacillus cereus； 内生芽胞をもつ）

に対しても遅効的殺菌活性を示す。 

 

 

酸性電解水の殺菌基盤は次亜塩素酸（HOCl）である

（食品添加物指定の際に次亜塩素酸水と命名された所

以）。HOCl の存在比率は pH によって変化するが、次

亜塩素酸水のpH領域では非常に高い（図２参照）ので、

低濃度で高活性を示す。 

HOClのほかに、酸性電解水中には過酸化水素（H2O2）

やヒドロキシラジカル（・OH； OHラジカル）が存在

するエビデンスが得られている。図 5 に示すように、

酸性電解水中に存在するこれらの科学種は好中球の殺

菌要因と同じである。それゆえ、細胞内外において

HOCl やH2O2からOH ラジカルが生じ、細胞膜やタン

パク質、核酸に多元的に作用して酸化的に損傷を与え

ることが酸性電解水（次亜塩素酸水）の作用機序とし

て考えられている。 

一方、強アルカリ性電解水は殺菌力をほとんど示さ

ないが、ネコカリシウイルスに対して弱い不活化活性

があることが最近見出された 14)。また、結核菌に対し

て、強アルカリ性電解水で前処理すると強酸性電解水

の殺菌効果が高まることが認められている 15)。 
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2) 酸性電解水の安全性 16) 

酸性電解水は、急性毒性や亜急性毒性など各種の試

験において安全性が確認され、「人の健康を害するおそ

れがない」という理由により食品添加物（殺菌料）に

指定された 3)。手指の洗浄消毒に使っても手荒れしにく

く、トリハロメタンの生成や食材洗浄後の残留もほと

んどない 9, 10)。また、最近問題視されている臭素酸につ

いても水道水の規定レベル（10ppb）をクリアできるデ

ータが得られている（未発表）。 

使用の際に、誤って目に入ったり、飲み込んだりし

ても特に問題が起きることはない。消毒剤にはいろい

ろあるが（図４参照）、裸の人間を丸ごと洗っても健康

障害が起きないのは次亜塩素酸水だけである。 

また、耐性菌の出現がないこと、廃棄処理法が容易

なこと、および廃棄に伴う環境負荷の少ないことが、

消毒剤の条件として求められているが、次亜塩素酸水

はこれらの条件も満たしている。すなわち、耐性菌の

出現は、これまで報告されておらず、作用要因の性状

から理論的にも考え難い。廃棄処理法の容易性、廃棄

に伴う環境負荷に関しても、酸性電解水は容易に中和

でき、環境に放出されても濃度が薄く、失括しやすい

ので環境負荷はあったとしても微弱といえる。 

これに対して、次亜塩素酸ナトリウムは、耐性菌の

出現は無いが、使用濃度が濃く、残留性の高い次亜塩

素酸イオンを多く含むので廃棄処理と環境負荷は酸性

電解水に比べ問題がある。さらに、次亜塩素酸ナトリ

ウム液はアルカリ性のため粘膜障害性がある。そのた

め、手洗いには向かず、誤って目に入ったり、飲み込

んだりした場合、応急処置が必須である。 

なお、塩素ガスや金属腐食の発生については、酸性

電解水も相応の対策を講ずる必要がある（表4参照）。 

４．衛生管理における酸性電解水の応用 9-11, 17, 18) 

1) 酸性電解水の有効使用のための一般的留意点 

酸性電解水は用途（認可）拡大に向けて科学的エビ

デンスが持続的に蓄積しつつあり、多様な分野で応用

されている（表3）。使用上の条件や留意点については、

次亜塩素酸水に関する冊子 4, 19) や規格基準や使用マニ

ュアルに関する冊子 9, 10）（http://www.fwf.or.jp から入手

可能）に詳しいが、以下に要点を述べる。 

酸性電解水の使用法は、使用対象物を流水洗浄する

ことが基本である。このことは、他の殺菌料にない特

徴である。生成直後の電解水を使用するのが原則であ

るが、大量に使用する現場では、タンクに貯留し、そ

こから使用現場に配管給水する方式が行われている。

どの場合も、有効塩素濃度が規定範囲にあることを確

認して使用する。簡便な試験紙（日産アクアチェックⓇ

など）が市販されている 21)。表 4 に要約した酸性電解

水に関するベネフィット（有用性と安全性）とリスク

をよく把握することが肝要である。リスクの中の「活

性消失の容易性」に関連しては以下のことに留意しな

ければならない。食塩水電解による強酸性次亜塩素酸

水は比較的失活しやすいが、遮光密閉冷所では 2 週間

は物性を維持できる。塩酸水電解による微酸性次亜塩

素酸水や三室型電解による次亜塩素酸水は、安定性が

高く、室温でもかなり長期間物性を維持できる。 

以上から、実際の使用において酸性電解水の実効性

を確保するには、使用対象の有機物汚染を予め除去し

てから、流水使用することが基本となる。また、５Ｓ

（整理、整頓、清潔、清掃、躾）の確実な実行が重要

である。以上ことを踏まえると、メーカー・ユーザー

の共通認識として、「してはならないこと」や「やらね

ばならないこと」として以下のことがあげられる 18)。 

表３．酸性電解水の利用例 

分 野 用 途 使用法                    使用対象など 

医 療 

 

歯 科* 

農 業 

食 品 

水 産 

畜 産 

家 庭 

環境・ｺﾐｭﾆﾃｨ 

殺菌消毒 

 

洗浄除菌 

除菌 

殺菌・除菌 

殺菌・除菌

殺菌・除菌 

殺菌・除菌 

殺菌・除菌 

流水洗浄：     手指、内視鏡、血液透析機、環境（床・机）、皮膚、リネン 

その他（アトピー性皮膚炎、擦傷、切傷、褥瘡、火傷、創傷、壊疸、腹腔など） 

流水洗浄：     口腔、機器、環境 

流水洗浄・噴霧：  種・苗、稲・果物・野菜（減農薬栽培）、栽培ハウス、植物工場 

流水洗浄：     食材、調理製造施設・器具、売場 

流水洗浄：     海産物、売場など 

流水洗浄：     畜舎、家畜（乳房、皮膚炎など）、食肉加工工程、器具 

流水洗浄・噴霧： 加湿器、手指、食器、台所、風呂、トイレなど 

流水洗浄・噴霧： 施設環境（プール、トイレなど）、手指、水 

  * 日本口腔機能水学会発行の口腔機能水ガイドライン 20)参照 
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使用の際に「してはいけないこと」は、①汚れを処

理しない（予備洗浄をしない、汚れ物を混ぜる）まま

の使用、②（開放状態での）汲み置き放置、③他の殺

菌剤や洗剤との混合使用、である。 

「やらなければいけないこと」は、①電解水のチェ

ック（有効塩素濃度、pH および生成水量）、②機器の

管理（食塩の補充、電極の交換）、③マニュアルの作成

と実践。管理責任者を置くことと運用ルール作りがポ

イントである。 

また、装置を導入後に忘れずに実施すべきことは、

①衛生レベルの検証（定期的衛生検査の実施、衛生教

育・研修の受講）、②マニュアル等の定着化の検証（運

用の実行度、作業者によるバラツキなど）、③効果の検

証（導入前後の変化を数値で比較管理）である。 

 

2) 強アルカリ性電解水と強酸性電解水の併用 

 酸性電解水の実効性を確実にするには、使用対象の

有機物汚染を除去してから使用することが肝要である。

この点に関連して、強酸性電解水生成の際に陰極側か

ら生成する強アルカリ性電解水はすぐれた除去能力を

示すので、強アルカリ性電解水で最初に洗浄処理後、

強酸性電解水で洗浄する方法が内視鏡 22)や手指 23, 24)の

洗浄消毒において確立されている。 

 内視鏡の洗浄消毒に関しては、使用後の内視鏡をブ

ラッシングした後、強アルカリ性電解水洗浄によって

汚染物を除去してから、強酸性電解水で洗浄消毒する

全自動洗浄消毒装置が医療機器認可を取得している。

目下、利便性を含めた評価が実使用現場（3医療施設）

において進められている。 

手指洗浄消毒に関しては、衛生的手洗い（強アルカ

リ性―電解水 15 秒→強酸性電解水 15 秒）の評価が、

機能水研究振興財団（電解水評価委員会）のプロジェ

クトとして異なる 3 施設（実践女子大学、国立看護大

学校、田仲北野田病院）で実施された。その結果、い

ずれの施設でも電解水手洗いは汚れと一般細菌の両方

を効果的に低下させることが共通の成績（図6）として

明らかになった。これを基に「電解水による手洗いと

その効果」が、（社）日本食品衛生協会の 2009 年度食

品衛生指導員巡回指導資料 25) に掲載された。 

表４．酸性電解水（次亜塩素酸水）のベネフィット（有用性と安全性）とリスク 17) 

１．有用性： 

 

 

 

 

 

１）殺菌活性： 低濃度高活性、広範囲の抗菌・抗ウイルス活性 

２）製造の容易性： ①塩（塩酸）と電気と機器があれば安全簡単、②連続的に大量に製造可能 

３）経済性： ①低ランニングコスト、②節水 

４）衛生管理： ①使用対象個所の広さ、②洗浄殺菌及び噴霧殺菌、③使い易さ 

５）食品関係： ①食材の劣化速度の低下、②食品処理現場の脱腐敗臭 

６）廃棄の容易性： 濃度が低く、容易に中和できる（微酸性は不要）ので、廃棄が容易。 

２．安全性： 

 

 

 

１）人体への安全性： ①低毒性、②耐性菌出ない、③手荒れ少ない、④誤飲しても特に影響なし 

２）食品・食材への低影響： ①栄養分の変化なし、②低漂白力、③低残留性 

３）野外環境負荷： 濃度が低く、開放系で短時間に消失するので、あったとしても極めて軽微 

４）流通上の安全性 

３．リスク： 

 

 

１）塩素ガス： 狭い密閉空間での使用 → 室内換気すれば解決 

２）金属腐食： ①材質による（ステンレス SUS304 以上であれば問題なし）、②金属溶接部が弱い 

３）活性消失の容易性： 開放放置と有機物（すぐ反応する）に注意 → 有効塩素濃度のチェックが必要
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図6．電解水（強アルカリ性電解水と強酸性電解水の併用） 

による手洗い効果 25) 

石鹸・水手洗いとアルコール擦拭との比較 
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５．今後の展望 

酸性電解水（次亜塩素酸水）は日本で独自に生まれ

育ち、手荒れが少なく、使用（＝製造）濃度や残留性

が低く、水道水感覚で使用することができ、人にも環

境にもやさしく効果的な殺菌料（認可されていない用

途に使用する場合は除菌剤）である。廃棄処理方法の

容易性、廃棄に伴う環境への影響の少なさ、そして耐

性菌の出現頻度の低さも特徴的である。製造濃度と使

用濃度が同じでかつ低いので、誤って飲んだり、皮膚

に直接被ったりしても健康傷害につながらないことも

他の消毒剤にはない大きな利点である。 

2007年に実施されたアンケート調査 26) において、酸

性電解水に対する理解がその10年前に比べて顕著に高

まっており、電解水の経済性、利便性、有効性、環境

に対する関心の高さが明らかとなった。これらを裏付

けるかのように、最近では、自衛隊中央病院新築病棟

において中央配管方式電解水供給システムが導入され

（2009 年）、また、社団法人日本食品衛生協会 25) によ

って電解水による手洗いが取上げられた。さらに、学

校給食法改定に伴って衛生管理基準改正が行われ、調

理場での生野菜等の殺菌法として、微酸性電解水、強

酸性電解水、電解次亜水が掲載された 27)。農水省が進

めている特定防除資材としての指定も近々実現するも

のと期待される。 

以上のように、酸性電解水（次亜塩素酸水）の社会

的評価、すなわち科学的・技術的・社会的な有用性と

信頼性は、年を経るごとに着実に高まってきており、

今後は多分野における国内外での貢献が期待される。

そうした中、整備していかなければならない課題がい

くつかある。先ず、生成装置や次亜塩素酸水の公的規

格の策定、できれば JIS化が望まれる。次亜塩素酸水の

包括的規格の策定が緊急の課題であろう。また、すで

に日本口腔機能水学会 28) が先行しているが、用法用量

に関してコンセンサスを追求し、分野別ガイドライン

を策定する時期に到達していると思われる。 

日本では、機能水研究振興財団（厚生労働省管轄）、

日本機能水学会、業界が連携して発展してきたが、国

際的にも酸性電解水の普及やネットワークの構築が進

んでいる。中国では、衛生部が強酸性電解水に関する

規格基準 28, 29) をすでに定めており、李博士が国際学術

集会を計画している。韓国では延世大の李教授や忠北

大の朴教授が中心となって2010年2月に韓国機能水学

会が発足し、活動が始まった。米国ではジョージア大

学のHung（洪）教授がリード役を担ってきている。日・

中・韓・米の連携による国際基準の策定が期待される。 
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    The kind, production methods, physico-chemical properties, effectiveness and safety of acidic electrolyzed water will be outlined. 

Recent trends in and remarks on hygienic applications will also be introduced. 
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